
①
小
・
中
学
校
で
の
、
車

い
す
で
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
設
置
状
況
は
②
小
・
中
学
校

の
体
育
館
に
は
、
だ
れ
で
も
ト

イ
レ
は
あ
る
の
か
。

①
全
て
の
小
・
中
学
校
の

校
舎
に
誰
で
も
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
②
現
時
点
で

は
、
第
二
中
学
校
の
み
。
第
三

小
学
校
は
、
渡
り
廊
下
で
接
続

し
て
い
る
多
目
的
棟
の
ト
イ
レ

が
使
用
可
能
。
改
修
時
に
設
置

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
く
、

確
保
で
き
る
学
校
を
除
き
、
原

則
洋
式
化
を
中
心
に
対
応
す
る

予
定
。

①
政
府
は
骨
太
方
針
に
歯

科
衛
生
推
進
を
明
記
。
認

知
症
、
低
体
重
児
出
産
予
防
や

医
療
費
削
減
に
歯
科
衛
生
が
有

効
と
認
定
。
市
の
考
え
は
②
成

人
・
壮
年
期
の
予
防
と
ケ
ア
の

課
題
は
③
学
校
で
の
歯
磨
き
推

進
は
感
染
症
予
防
に
有
効
で
は
。

①
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の

普
及
や
歯
科
保
健
医
療
の

充
実
が
全
身
の
健
康
及
び
生
活

の
質
改
善
に
つ
な
が
る
②
歯
周

病
検
診
の
実
施
に
つ
い
て
歯
科

医
師
会
と
協
議
中
③
酒
田
市
の

例
は
口
腔
ケ
ア
重
要
性
を
証
明
。

早
期
対
応
等
を
心
が
け
る
。

①
完
納
見
込
み
の
状
態
で

は
滞
納
と
判
断
さ
れ
、
短

期
証
の
交
付
対
象
と
な
る
②
国

庫
負
担
金
割
合
の
引
き
上
げ
等
、

財
政
支
援
策
を
国
や
都
に
要
望

③
特
に
い
た
だ
い
て
い
な
い
④

就
学
援
助
認
定
審
査
で
用
い
る

係
数
を
引
き
上
げ
る
予
定
は
な

い
⑤
意
見
と
し
て
承
る
⑥
個
別

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
中
で
対
応
。

家
族
等
の
つ
な
が
り
は
必
要
と

認
識
。

①
国
保
滞
納
者
、
納
税
相

談
経
て
分
納
中
の
世
帯
に

は
短
期
証
で
な
く
通
常
の
保
険

証
交
付
を
②
国
保
税
、
重
税
感

あ
る
。
今
後
は
③
給
食
費
の
国

庫
負
担
要
望
は
出
て
い
る
か
④

就
学
援
助
、
生
保
基
準
の
１
・

１
倍
を
広
げ
て
貧
困
ボ
ー
ダ
ー

世
帯
へ
の
補
助
拡
大
を
⑤
児
童

手
当
５
０
０
０
円
増
額
で
給
食

費
実
質
負
担
ゼ
ロ
を
国
に
要
望

す
べ
き
⑥
身
内
の
な
い
生
保
受

給
者
の
終
末
の
ケ
ア
や
死
後
の

供
養
な
ど
本
人
が
決
定
で
き
る

よ
う
聞
き
取
り
を
。
家
族
や
支

援
者
と
の
つ
な
が
り
必
要
。

①
駅
前
（
三
角
地
）
広
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
的
は

②
屋
外
の
公
有
地
で
あ
る
駅
前

広
場
に
公
民
館
的
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
は
可
能
か
③
駅
前
広

場
運
用
で
市
民
の
利
活
用
を
前

提
と
し
た
「
実
験
的
家
具
」
等
、

先
進
事
例
の
視
察
を
乞
う
。

①
に
ぎ
わ
い
創
出
の
広
場

と
位
置
づ
け
、
多
様
な
用

途
で
の
利
用
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
②
特
定
団
体
が
自
身
の
活

動
の
た
め
に
占
有
し
て
の
使
用

は
想
定
し
て
い
な
い
③
先
進
的

な
取
り
組
み
の
視
察
は
必
要
。

前
向
き
に
検
討
。

①
地
域
版
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ（
Ｃ
Ｆ
）、お

金
の
流
れ
は
②
Ｃ
Ｆ
は
市
内
各

団
体
の
資
金
調
達
手
段
に
選
択

肢
が
増
え
る
。
フ
ァ
ン
を
増
や

す
等
、
効
果
が
考
え
ら
れ
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

①
目
標
額
に
達
し
た
場
合

は
支
援
者
か
ら
起
案
者
に

資
金
が
振
り
込
ま
れ
、
達
し
な

か
っ
た
場
合
は
支
援
者
に
返
金

さ
れ
る
②
意
義
や
効
果
、
メ

リ
ッ
ト
等
は
理
解
し
た
。
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

市
民
活
動
支
援
の
た
め
に

他
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
狛
江
市

モ
デ
ル
構
築
に
向
け
て
を
質
問

自
治
体
と
し
て
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
と
は 市

原
広
子

三
宅

眞

都
市
農
業
を
め
ぐ
る

動
き
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

①
生
産
緑
地
の
賃
借
促
進

へ
新
法
の
内
容
②
市
内
生

産
緑
地
の
面
積
、
分
布
状
況
、

担
い
手
の
年
齢
、
後
継
者
の
有

無
③
２
０
2
2
年
の
買
い
取
り

申
し
出
予
想
面
積
④
現
在
策
定

中
の
「
狛
江
市
農
業
振
興
基
本

計
画
」
の
策
定
の
意
義
と
は
。

①
貸
借
推
進
す
る
新
た
な

取
組
②
平
成
28
年
度
末
で

約
31
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
市
内
に
点

在
。
猪
方
三
丁
目
、
駒
井
町
に

多
い
。
平
均
年
齢
約
63
歳
、

63

44

戸
が
後
継
者
あ
り
③
平
成
30
年

度
の
税
制
改
正
状
況
に
よ
る
④

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
施
策

Ｐ
Ｐ
Ｐ（
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

民
間
開
放
）に
つ
い
て

①
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
何
か
②
そ

の
目
的
③
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
代
表

的
形
態
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
④
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
Ｖ
Ｆ
Ｍ（
バ
リ
ュ
ー・フ
ォ
ー・

マ
ネ
ー
）と
は
ど
の
よ
う
な
概

念
か
⑤
狛
江
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
へ
の
対
応
。

①
公
民
連
携
で
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
手
法
②

低
負
担
、
高
品
質
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
③
民
間
が
資
金
調

達
し
て
施
設
を
建
設
、
管
理
等

す
る
も
の
④
総
事
業
費
を
ど
れ

だ
け
削
減
で
き
る
か
示
す
も
の

⑤
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

を
展
開
し
て
い
く
上
で
重
要
。

太
田
久
美
子

認
知
症
を
予
防
し
高
齢
者
が

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

①
認
知
症
一
歩
手
前
の
Ｍ

Ｃ
Ｉ
の
受
診
率
向
上
を
②

Ｍ
Ｃ
Ｉ
段
階
で
の
市
の
取
組
は

③
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
様
々

な
場
面
で
活
躍
で
き
る
取
組
を
。

①
早
期
発
見
の
重
要
性
を

伝
え
て
い
く
②
認
知
症
医

療
セ
ン
タ
ー
の
周
知
、
チ
ェ
ッ

ク
サ
イ
ト
の
公
開
等
③
検
討
し

て
い
く
。

児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
の
命

と
未
来
を
守
る
た
め
に

公
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

①
児
童
虐
待
早
期
発
見
の

取
り
組
み
は
②
妊
娠
期
か

ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
展

開
す
べ
き
と
思
う
が
③
児
童
相

談
所
問
題
へ
の
対
応
は
。

①
児
童
虐
待
防
止
月
間
に

周
知
・
啓
発
。
関
係
機
関

と
事
例
検
討
な
ど
②
関
係
機
関

と
連
携
し
展
開
し
た
い
③
適
切

に
対
応
す
る
。

①
災
害
対
策
本
部
設
置
訓

練
の
課
題
②
職
員
に
参
集

訓
練
と
防
災
訓
練
の
実
施
を
③

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
不
同

意
者
の
対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

①
情
報
の
整
理
等
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
か
っ
た

②
災
害
対
策
本
部
訓
練
を
実
施

予
定
③
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

コ
コ
シ
ル
こ
ま
え
で
周
知
す
る
。

大
規
模
災
害
に
も
強
い
安
心

安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て

山
田
た
く
じ

辻

村
と
も
こ

歯
科
保
健
衛
生
推
進
条
例
制
定
の

必
要
性
に
つ
い
て
（
パ
ー
ト
２
）

北
朝
鮮
等
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
対
応
に
つ
い
て

①
度
重
な
る
北
朝
鮮
の
挑

発
行
為
へ
市
長
の
考
え
は

②
地
震
と
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
で
は
、

避
難
方
法
が
違
う
。
住
民
避
難

訓
練
は
行
わ
な
い
の
か
③
学
校

で
の
対
応
は
④
領
土
、
国
際
相

互
理
解
、
主
権
教
育
の
充
実
を

求
め
る
。

①
情
報
を
注
視
し
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
②

ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
こ
と
が

有
効
か
研
究
し
た
い
③
校
庭
等

か
ら
避
難
さ
せ
、
室
内
等
の
安

全
な
場
所
で
学
校
待
機
と
す
る

④
社
会
科
の
目
標
で
あ
り
、
今

後
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

栗
山

剛

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

①「
災
害
時
に
お
け
る
応

急
活
動
の
協
力
に
関
す
る

協
定
」
締
結
状
況
は
②
緊
急
車

両
や
災
害
対
応
に
要
す
る
庁
用

車
等
の
整
備
に
つ
い
て
協
力
締

結
は
③
点
滅
式
信
号
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
。

①
官
公
庁
21
件
、
民
間
事

業
者
59
件
、
締
結
②
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
③

市
内
に
一
灯
式
１
カ
所
、
夜
間

点
滅
４
カ
所
設
置
。
点
滅
鋲
、

カ
ラ
ー
舗
装
、
路
面
標
識
等
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

篠

浩
司

①
過
去
５
年
間
の
要
介
護

認
定
・
要
支
援
認
定
申
請

件
数
の
推
移
②
平
成
28
年
度
下

半
期
以
降
か
ら
申
請
後
、
結
果

が
届
く
ま
で
に
非
常
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
た
が
理
由
は
③
そ

の
後
の
対
応
と
、
今
後
の
見
込

み
に
つ
い
て
。

①
順
に
３
６
０
３
件
、
３

７
５
１
件
、
４
１
２
４
件
、

４
３
１
８
件
、
４
５
３
６
件
②

総
合
事
業
に
よ
る
認
定
件
数
が

予
測
を
上
回
っ
た
こ
と
が
主
な

理
由
③
１
日
の
調
査
件
数
、
審

査
会
の
審
査
件
数
増
を
図
っ
た
。

今
後
は
安
定
し
て
い
く
。

介
護
認
定
に
つ
い
て

避
難
所
運
営
協
議
会
につ

い
て

①
各
協
議
会
の
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
②
各
協
議
会

で
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を

す
る
一
方
、
全
体
の
課
題
と
し

て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

①
作
成
済
み
の
協
議
会
は

４
カ
所
、
作
成
中
又
は
協

議
中
の
協
議
会
は
８
カ
所
②
今

ま
で
活
動
し
て
き
た
中
で
得
た

課
題
や
反
省
な
ど
か
ら
基
本
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
修
正
中
。
各
協
議

会
に
お
い
て
も
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
修
正
を
加
え
て
い
る
。

［５］こまえ市議会だよりNo.207平成29年（2017年）11月15日

第３回定例会では、９月７日、８日、11日、12日の４日間に
わたり21人の議員から一般質問が行われました。
各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

※
1

※
2

※
3

※
4

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

※
5


